
書

評松
村

明
著

『
洋
学
資
料
と
近
代
日
本
語
の

研
究』

本
書は
大
著
『江
戸
語
東
京
語の
研
究』
(昭
和
三二
年)
以
後 、
一
O
余

年に
わ
た
る
松
村
明
教
授の
洋
学
資
料研
究の
成
果で
ある 。
近
年
幕
末か
ら

明
治
初
期に
か
けての
洋
学
資
料に
よ
る
間語
研
究が
盛
ん
に
なっ
て
き
た

が 、
最
も
基
礎
的な
資
料そ
の
もの
の
書
誌
的
研
究は 、
必
ず
し
も
十
分で
は

な
かっ
た 。
そ
の
実状は 、
松
村教
授
自
身
が
序で
「
洋
学
資
料は 、
その
内

容が
多
方
面に
及んで
お
り 、
また 、
そ
の
数
も
きわ
め
て
多い 。
した
がっ

て 、
今日
に
お
い
て
もな
お
学
界に
知ら
れ
てい
ない
もの 、
ま
だ
十
分に
調

査・
研
究の
な
さ
れ
てい
ない
もの
な
ど
も
多い 。
本
蓄に
収
録
した
論
文の

多く
が 、
洋
学
資
料その
もの
の
調
査・
研
究に
終
始
し
て
い
る
の
は 、
一

つ
に
は
その
た
めで
ある 。
乙
れ
ら
洋
学
資
料に
も
とづ
く

近
代日
本
語の
諸

問
題につ
い
て
の
ま
とまっ
た
研
究につ
い
て
は 、
その
発
表
を
他日
に
期
す

る乙
とに
した
い 。」
と
述べ
て
お
ら
れる
とお
りで 、
本
書
刊
行の
目
的
も 、

と
の
点に
ある
と
察
すると
とがで
きる 。
すな
わ
ち 、
本
書は
教
授の
壮
大

な
学
問
的
構
想の
中の
基
礎
作
業として 、
特
に
今回の
もの
は 、
近
代日
本

語
研
究に
関
する
洋
学
資
料の
徹
底
的な
捜
索に
力が
向
けら
れ
てい
る 。
と

の
と
とは 、
本
書の
主
要論
文の
多くが
「
関
学
資
料研
究会研
究
報
告」
に

掲
載
さ
れた
もので
あると
と
を
み
て
も
明
ら
か
で
ある 。
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本
書
は一
五
編 、
七三
項
目 、
五
回
八
頁か
ら
な
り 、
内
容は
次の
よ
うに

なっ
てい
る 。

ω
蘭
語
学
舎とその
訳
説
法

ω
平
戸
本
『削束
事
始』
につ
い
て

ω
前
野
良
沢の
『和
蘭訳
文
略』
につ
い
て

川判
前
野
良
沢の
『
郎訳
釜』
『和
問
訳
釜』
につ
い
て

信
丹
波
修
治旧
政
『和
蘭
文
典』
の
訳語
書
き
入れにつ
い
て

的
『日
本
風
俗
備
考』
蘭日
会話の
部に
見
ら
れる
錯
簡につ
い
て

的
ファ
ン
日

デル
Hペ

イル
の
英語
入
門書
とその
系
統の
会話
番

制
欧
米人の
日
本
語
会
話
書

同
洋
学
会話
者とその
用
語

帥
『払
郎
察辞
範』
と
『和
仏
蘭
対
訳語林』

ω
羅
尼
著
『和
法
会話
対
訳』
につ
い
て

MM
ヘ
ボ
ン
の
『和
英
語
林
集成』
につ
い
て

帥
幕
末
期ロ
シ
ア
語
学
警につ
い
ての
覚
書

帥
欧
米人に
よ
る
江
戸
語の
発音
研
究

同
欧
米人の
「は」
「が」
観



『洋学資料と近代日本語の研究』

オ
ラン
ダ
語
に
関
する
もの
六
編 、
英
米語
に
関
する
もの
二
編 、
フ
ラン

ス
語
に
関
する
もの
二
編 、
ロ
シ
ア
語
に
関
する
もの一
編 、
そ
の
他
数カ
国

語
に
わ
た
る
もの
四一縞で
ある 。
さ
らに 、
乙
れ
を
テ
17

の
上
か
らみ
る
と 、

表
題が
示
すよ
うに
「
洋
学
資
料」
と
「
近
代日
本
語の
研
究」
の二
つ
に
識

別
すると
とがで
き
る 。
前
者に
は
ω
ω
ω
倒
的
倒
防
帥
帥
帥の一
O一編が 、

後
者に
は
ω
ω
ω
凶
闘の
五
編が 、
そ
れぞ
れ
属
する
もの
と
思わ
れ
る 。
前

の一
O
編は 、
書
誌 、
また
は
内
容の
紹
介が
お
もで 、
後の
五一編は 、
そ
れ

を
資
料と
し
て
国語にふ
れ 、
ある
い
は 、
そ
の
資
料が
国
語
史の
どの
よ
う

な
位
置に
ある
かの
評
価
を
基
本
と
した
もので
ある 。

ま
ず 、
後の
五
編の
うち 、
ωの
「
閑語
学
書と
そ
の
訳
読法」
で
は 、
関

学に
よっ
て 、
は
じ
め
て
日
本
語が
西
洋語に
出
合
うわ
けで
ある
が 、
そ
の

際の
西
欧
語の
摂
取につ
い
て 、
文
法
的
側
面と
文
体
的
側
面か
ら
論
じ
てい

る 。
た
と
え
ば 、
文
法の
考
察
で
は 、
藤林
普
山の
『和
蘭
語
法解』
(文
化

九
年)
を
用
い
て 、
冠詞
を
「て
に
を
は」
と
し 、
性
(例 、
E」
↓彼

男 、

NC
↓彼
女) 、
数
(例 、
婦
人 、
婦
人
輩) 、
時
制
(過
現
未 、
さ
ら
に
過
去

は
未
成過
去 、
全
成過
去 、
過
去過
去の
三つ
に)
な
ど
蘭
語
の
区
別
に
応

じ
て
訳
読
して
い
るζ
と
な
ど 、
当
時の
人々
の
外
国語に
対
する
意
識が
手

際よ
く

説
か
れ
てい
て
興
味
深い 。
また 、
『訳和
前
文
語』
(大
庭
雪
斉
訳 、

安
政二
年)
と
『和
関
文
典
読法』
(竹
内
宗
賢
訳 、
安
政三
年)
と
が 、
同

じ
原
普か
ら
訳さ
れ
て
い
るζ
とに
着
目
して 、
そ乙
に
み
ら
れ
る
様
式か

ら 、
当
時の
訳
読
文に
は 、
漢
文
書き
下
し
体と
直
訳
体の
二つ
の
文
体が
あ

っ
た乙
と
を
明
らか
に
して
い
る 。
本
書の
冒
頭
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
しい
力
編

で 、
と
とに 、
乙
の
時
代の
直
訳
体が
明
治の
言
文一
致
体とは
別
系
(乙
の

直
訳
休の
上
に
は 、
す
で
に
明
治の
言
文一
致
体に
み
ら
れ
る
西
欧
語
式
な
表

現
様
式が
か
な
り
多
く
み
ら
れ
る 。

|↓
例 、
辞ガ
夫ハ
一
ノ
国
語ノ
組

〔書評〕

タテ

ナ
砂ヨロ
ヨトハ
シユ
/、.
ムマレアキ

シカ7

メイ

立
ヲ
為ス
所ノ
辞カ
種々
ノ
性
質ノモ
ノ
デ
アル
而シ
テ
稜々
ノ
名

そタ
モ

目ヲ
持ツ
『和
蘭
文
典
読
法』)
の
'もので
あると
と
を 、
当
時の
蘭
学
者の

もっ
てい
た
漢
学の
素
養に
も
とめた乙
とは 、
その
論
証の
明
確さ
と
と
も

に
傾
聴させ
ら
れ
る 。

次K
MW「
丹
波
修
治
旧
蔵
『和
蘭
文
典』
の
訳語
書き
入れにつ
い
て」 。

と
の
『和
蘭
文
典』
(箕
作
院
市
翻
刻 、
前
編
天
保一
三
年 、
後
編
嘉
永
元
年)

は 、
当
時
非
常に
広
く

用い
ら
れた
もので 、
蘭
学
生の
必
読の
書で
あっ
た

と
考
え
ら
れ
る 。
と
と
ろ
で 、
と
の
「
丹
波
修
治
旧
蔵」
(現
在は
著
者蔵)

本
に
は 、
か
な
り
細かい
書き
入れが
あ
り
(書き
入
れ
は
丹
波
修
治の
もの

と
推
定て
その
上 、
そ
の
書き
入れが
口
語
体
を
基
調
と
した
「デ
アル
体」

で一
貫さ
れ
て
い
るこ
とに 、
松
村
教
授は
大
き
な
関心
を
向
け
ら
れ
て
い

る 。
た
と
え
ば 、

満
足ニ
アル
事ナシニ
宮デ
アラパ 、
聞に
ガ
不
幸デ
アル
デ
アロ
ウ

高ク
ウ
タ
ウ
事ハ
胸ノ
為ニ
害デアル

の
ど
と
くで
ある 。
しか
も 、
口
語
体といっ
て
も 、
い
わ
ゆる
談話
体の
言

い
回わ
し
を
直
接用い
た
もので
ない
ζ
と
が
特
に
注
意
さ
れ
る 。
また 、

本
文に
は
訳語の
語
順を1
2
3
な
どの
番
号で
示して
い
るの
が
み
ら
れ
る

が 、
乙
れは
漢
文の
訳
読法で
ある
返
点の
要
領を
応
用
した
もの
で 、
明
治

の
中
等
学
校
あた
りの
ナショ
ナル
リ
ー

ダ
ーの

独
習
書や
直
訳に
も
影響
を

与えて
お
り 、
広
く

外
国語の
摂
取の
歴
史を
知る
上で
参考に
な
る 。
本
論

文で
は 、
乙
の
資
料を
明
治
期に
発
達
した
口
語
文
体の
先
駆を
な
すもの
と

して
取
り上
げてい
る
が 、
た
だ 、
乙
の
よ
うな
表
現が 、
ど
うして
生ま
れ
て

き
た
の
かの
必
然
性につ
い
て
はふ
れ
ら
れ
てい
ない 。
丹
波
修
治が
名
古
屋

で
生ま
れ
四
日
市に
住ん
だ乙
と
を
思
えば 、
後の
標
準語の
生ま
れ
る
素
地

が 、
い
わ
ゆる
談
話
体よ
り
も 、
む
し
ろ
文
章語
を
土
台と
した
口
語
体で
あ
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っ
た
と
感じ
ら
れ
る
が 、
い
か
が
な
もの
で
あ
ろ
うか 。
さ
ら
に 、
また 、
欄

外に
書き乙
ま
れ
た
文
法
用
語
(品
詞
名)
を
重
視し 、
当
時の
他の
諸
文
献

の
用語
と
比
較
検
討して
い
る乙
とは 、
今日
の
術
語の
成
立
史に
もつ
な
が

る
もの
で 、
言
語
研
究
史 、
も
し
くは
国
語
学
史に
とっ
て
貴
重
な
参
考
とい

うべ
きで
あ
ろ
う 。

同
「ヘ
ボン
の
『和
英
語
林
集
成』
に
つ
い
て」
は 、
昭
和
四一
年に
同
蓄

の
初
版
本
(慶
応三
年)
が
複
製された
際に 、
解
説
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
も

の
で
ある 。
そ
の
博
学ぷ
り
と
簡に
し
て
要を
得た
筆
致は 、
松
村
教
授な
ら

で
は
の
感が
する 。
書
簡や
草
稿ノ
l
ト

を
駆
使して
の
成立
事情
の
説
明 、

初
版 、
再
版 、
三
版 、
縮
約
版など
の
異同の
検
討 、
さらに
は 、
ヘ
ボン
式

ロ
ーマ

字
の
意
義
やヘ
ボ
ン
の
日
本
語観な
ど 、
まと
とに
手際よ
く

説
明

さ
れ
て
い
る 。
と
と
に 、
そ
の
中で
本
蓄
を
「
英
語で
説
明
さ
れ
た
国
語
辞

典」
と
し 、
「
近
代
的な
国
語辞
典の
先
駆
的
意
義を
もつ
もの」
と
評
価
さ

れ
たζ
とは 、
今まで
の
英
学
史の
見
解とは
迩っ
た
新しい
解
釈で
意
義
深

ω
「欧
米
人に
よ
る
江
戸
語の
発音
研
究」
は 、
昭
和三二
年に
苦か
れ 、

本
蓄に
収
録
する
に
あたっ
て
大
幅な
増
補 、
修正
が
お乙
な
わ
れ
て
い
る

が 、
な
お
『江
戸
語
東
京
語の
研
究』
の
補
遺
的な
性
格が
うか
が
える 。
ホ

フマ
ン
(『日
本文
典』
ド2ι
gu
H
g∞) 、
ロ
ニ
l

(『日
本
語
教
程
入
門』

】MRF
H∞
芯) 、
ブ
ラ
ウン
(『日
本
語
会
話』
ω
Z口問『白「
呂町ω) 、
ヘ
ボン

(『和
英
語
林
集
成』
ω『曲口m
zr
呂田斗) 、
ア
ス
ト
ン
(『日
本
国
語
文
典』

FOロLop
H∞∞∞) 、
サ
ト
ウ
(『会
話
編』
ペDror曲目P
H∞斗ω) 、
チャ
ム
ブ

レ
ン
(『日
本
語
国
語
便
覧』
叶o
-Q0・H
g∞)
な
ど
が
取
り上
げ
ら
れ
て
い

て 、
乙
れ
らの
著
作の
主
要な
部
分を
原
文で
紹
介
しな
が
ら 、
そ
の
音
価
と

記
述を
批
評して
い
る 。
乙
れ
だ
けの
資
料が一
所
で
見ら
れ
る
だ
けで
も大

変
あ
りが
たい
が 、
そ
の
分
析の
精
密
さ
と
手が
た
さは 、
松
村
教授
の
独
出

場で
ある 。
江
戸語
研
究の
第一
人
者と
して
の
力
孟が
遺
憾な
く示さ

れ
て

い
る
論
文で
ある 。

同
「欧
米
人
の
「は」
「が」
観」
は 、
昭
和四
O
年に
『日
本
語
教
育』

(
第七
号)
の
た
めに
執
筆
さ
れ
た
論
文
で
あ
る 。
欧
米人
に
よ
る
「は」

「が」
観の
歴
史が
概
観さ
れ
て
い
る 。
ロ
ド
リ

ゲス 、
コ
リャ
1
ド 、

オ
ヤ

ン
グレ
ン 、
クル
チ
ウス 、
オルコ
ッ
ク 、
ブラ
ウン 、
ホ
フマ
ン 、
ロ
ニ

1 、
アス
トン 、

サ
ト
ゥ 、
チャ
ム
ブレ
ン 、
イン
プ
リ
らの
所
説で
ある 。

松
村
教
授に
は 、
以
前に
も
「主
格
表
現に
お
ける
助詞
「が」
と
「は」
の

問
題」
(昭
和一
七
年)
とい
う論
文が
ある
が 、
本
書のと
の
論
文
で
は 、

右
記
の
欧
米
人た
ちの
所
説を
要
旨 、
また
は
原
文の
まま
紹
介
した
もの
で

ある 。
先の
帥の
「
欧
米
人に
よ
る
江
戸
語の
発
音
研
究」
と
同
様に 、
資
料

の
提
供は
大
変
あ
りが
たいので
ある
が 、
一
方で
は 、
と
れ
ら
欧
米人
同士山

の
解
釈の
比
較
検
討や
教
授ど
自
身の
学説を
挿
入した
批
判が 、
も
う少乙

し
欲
しかっ
た 。
以上
が
先に
識
別
した
「
近
代日
本
語の
研
究」
K
属
する
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五
編で
ある 。

次に「洋
学
資
料」の
研
究の
部
分を
み
ると
とに
しよ
う 。
蘭
学
資
料を
扱

っ
た
もの
は
ω
ω制
的の
四
編 。
ま
ず 、
仰「
平
戸
本
『蘭
東
事始』
に
つ
い

て」
は 、
『蘭

営事殆』
の
古
写
本
で
あ
る
『蘭
束
事始』
を
平
戸市の
松
浦

史
料博
物
館に
赴い
て
精査
し 、

学
界に
報
告した
もので
ある 。
書
名・
序

文・
頭
注 、
そ
の
他の
書
き
入れか
ら 、
現存
の
小
石本の
転
写
本で
あると

と
を
推
定してい
る
が 、
そ
の
博識
と
徹
底した
資
料処理の
精
密さに
驚か

さ
れ
る 。
ω「
前野
良沢の
『和
蘭
訳文
略』
に
つ
い
て」
は 、
早
くか
ら
大

槻
玄
沢の
『
副
学階
梯』
下
巻
「訓
話」
の
章に
引
用さ
れて
知
ら
れ
な
が
ら

散
件伏した
と
目
さ
れ
て
い
た
前野
良
沢の
『
和
蘭
訳文
略』
の
草
稿の
写し



『洋学資料と近代日本語の研究』
が 、
天
理
図
書
館に
『和
翻
訳
文
略
草
稿』
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る乙
と 、

お
よ
び 、
松
村
教
授
も
また一
写本
を
所
蔵
して
お
ら
れる乙
と
(但し
両
写

本
と
も
初め
の
部
分の
み)
を
報
告
した
もの
で 、
貴
重な
る
発
見
と
み
ら
れ

る 。
ω
「
前
野
良
沢の
『蘭
訳
釜』
『和
蘭
訳
釜』
につ
い
て」
は 、
玄
白の

『
関
学事
始』
を
理
解
する
上で
重
要な
書で
ある
と
す
る
立
場
か
ら
取
り上

げ
ら
れ
て
い
る 。
両
書
の
関
係
は
『
闘
訳
釜』
(
明和八
年)
の
改
編
版が

『和
蘭
訳
釜』
(天
明五
年)
とい
うと
とに
な
る 。
後
者は 、
すで
に
他の
学

者に
よっ
て
紹
介さ
れ
て
お
り 、
写
本
も
数
種
ある
が 、
前
者の
写
本は 、
京

都
大
学
文
学
部所
蔵
本が
唯一
で
ある
とい
う 。
本
論
文で
は
『蘭
訳
釜』
を

中
心に
『蘭
営事4
始』
との
関
係が 、
お
もに
論
じ
ら
れ
てい
る 。
岩
波
「
古

典
大
系
本」
に
『蘭
学事
始』
を
校
訂
さ
れ
た
松
村
教
授の
補
遺
と
し
て
貴
重

で
ある 。
帥
「『日
本
風
俗
備
考』
蘭日
会
話の
部に
見
ら
れる
錯
簡
に
つ
い

て」
は 、
宮
内
庁
警
陵部に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
邦
訳
の
『日
本
風
俗
備
考』

(全ニ
ニ
巻)
の
う
ち 、
国語
資
料と
して
注
目
さ
れ
る
「
巻
之
八」
蘭日
会

話の
部
分
だ
けが 、
誤
写が
多い
とい
う
理
由で
今日
まで
活
字
化
(「文
明
源

流
接
官官 、
第一ニ」
大正
三
年)
さ
れ
ずに
ある
が 、
実は
書
陵部の
綴
じ
誤
り

に
よっ
て
起き
た
錯
簡で
ある
と
と
をつ
き
と
め 、
報
告
した
もの
で
ある 。

以
上の
四
編の
論
文は 、
い
ず
れ
も
『蘭
学
資
料研
究会
研
究報
告』
に 、

昭
和三
七
年三
月か
ら
同四二
年四
月
まで
に
発
表さ
れ
た
もの
で
ある 。
膨

大
な
資
料の
駆
役 、
組
織
的 、
かつ
精細
な
資
料の
処理
な
ど 、
と
こ
に
は
見

事な
書
誌
的
研
究の
模
範が一ホ
さ
れ
て
い
る 。
乙
とに 、
国語
研
究の
多
く

が 、
乙
う
し
た
資
料の
検
討か
ら
は
じ
め
な
け
れ
ば
な
ら
ない乙
と
を
思
う
と

き 、
ζ
ζ
に
示
さ
れた
規
模
雄大に
し
て 、
し
か
も
実
証に
徹
し 、
い
か
な
る

細
目
を
も
疎か
に
しない
研
究
態
度は 、
国語
研
究を
志
す
者の
指
針
と
して

肝に
銘
じ
たい 。

〔書評〕

以
下の
英
語・
フ
ラン
ス
語・
ロ
シ
ア
語
等に
関
する
研
究につ
い
て
も 、

乙
の
博
識
と
級
密
さ
とは一
貫してい
る 。
仰の
「ファ
ン
H

デル
Hペ
イル

の
英
語
入
門
書と
その
系
統の
会
話
書」
は 、
関
学か
ら
英
学へ
の
過
渡
期に

大
き
な
役
割を
果た
した
オ
ラン
ダ
語に
よ
る
英語
入門
書を
扱っ
た
もので

ある 。
ファ
ン
H

デル
Hペ
イル
の
英
語
入
門
書
会
話の
部か
ら
英語
だ
け
を

取っ
て
翻
刻した
『英士ロ
利
会
話
篇』
(慶
応三
年
初
版) 、
そ
の
和
訳
本で
あ

る
『英
蘭
会
話
訳語』
(明
治
元
年) 、
さ
ら
に
島
桂
漂
訳の
『
英蘭
会
話
訳

註巴
に
か
た
か
な
の
発
音を
つ
け
た
『挿
訳
英
吉
利
会
話一編』
(明
治五
年)

の
三
点が
比
較
紹
介さ
れ
て
い
る 。
関
学か
ら
英
学へ
の
移
行が
如
実に
示さ

れ
て
興
味
深い 。
制
「欧
米
人の
日
本語
会
話
番」
は 、
リギン
ズ
『英和日

用
句
集』
(ω
Z口問
zr
呂田口) 、
オ
ル
コ
ッ
ク
『日
用日
本語
対
話
集』

(
EH2
2仏
F
SLop
呂田ω) 、
ブラ
ウン
『日
本語
会
話』
(ω
Z口問
}邑u

H∞
呂)・『日
本
語
適
用プレ
ン
ダ|ガ
lス
ト

のマ
ス
タ
リイ
lシ

ス
テム』

(ペo
E
EヨPH
匂印) 、
ロニ
!

『日
本
文
集』
(
3
2・M∞
呂)・『日
本
語
会

話
入
門』
(
EHFH
gd 、
長
崎
版
『和
突商
貿
対
話
集』
(塩
田
幸八
発
行 、

安
政六
年) 、
ホ
フマ
ン『蘭
英和
商
用
対
話』(。S〈
g
E四四
伶
戸口口向日DP

呂田H)
が
詳
細に
紹
介さ
れ
てい
て 、
ζ
れ
ら口
語
資
料の
発
掘に
よっ
て 、

近
代語
研
究は
大い
に
枠益
さ
れる
に
違い
ない 。
同「洋
学
会
話
書と
そ
の

用
語」
で
は 、
洋
学
会
話
番の
国語
資
料と
し
ての
基
本
的な
扱い
方
と 、
幕

末か
ら
明
治
初
期に
か
けての
会
話
書を
網羅
し 、
そ
の
博
覧
強
記ぶ
りに
は

敬
服の
ほ
か
は
ない 。
「
諸
本に
よ
る
異同につ
い
て
の
こ
三の
問
題」
の
副

題
をつ
けて
「
国
語
と
国
文
学」(昭和
三
七
年二
月)
に
発
表さ
れた
もの
で

ある
が 、
削の
「
欧
米
人の
日
本語
会
話
番」
と
同
様
大
量の
口
語
資
料の
発

掘に
よっ
て 、
今
後の
近
代語
研
究は
大い
に
発展
する
で
あ
ろ
う 。

次に
同
ωは 、
フ
ラン
ス
語に
関
する
資料で
ある 。
側「『払
郎
察辞
範』
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と
『和
仏
蘭
対
訳
語林』」 。
邦
人
編
述の
フ
ラン
ス
語
学
蓄の
最
初の
もの
と

し
て 、
洋
学
関
係
者の
聞に
関心
を
もた
れ
てい
る
『
払
郎
察辞
範』
と
『和

仏
関
対
訳語
林』
につ
い
て 、
松
村
教
授が
日
本
で
は
じ
め
て
本
格
的なメス

をい
れ
た
もの 。
両
蓄が
同じ
原
書か
ら 、
前
半と
後
半と
を
翻
訳さ
れ
た乙

との
証
明は
精
紋を
極
め
てい
る 。
ω「
羅
尼
著
『和
法
会話
対
訳』
につ
い

て」 。
江
戸語の
資
料とし
て
評
価
する
立
場か
ら 、
非
常に
多くの
本
文
か

ら
の
引
用が
あ
り 、
また 、
同
じ
著
者の
『日
本
文典』
と
も
対
校
さ
れ
てい

て
詳
細で
ある 。
な
お 、
ロ
ニ
ー

につ
い
て
は 、
本
書の
帥
闘に
も
扱わ
れ
て

い
て 、
松
村
教
授は 、
と
の一
度
も
来日
する乙
との
な
かっ
た
フ
ラン
ス
の

東
洋
学
者の
業
績を 、
と
とに 、
江
戸
語の
資
料の
提
供
者とし
て一向
く

評
価

し
てい
る 。

最
後に 、
ロ
シ
ア
語の
資
料とし
て 、
同に
「
幕
末
期ロ
シ
ア
語
学
書につ

い
ての
覚
書」
とい
う
論
文が
あ
る 。
序
と 、
漂
流記
に
見
ら
れ
る
ロ
シ
ア

語 、
邦
人
編
述のロ
シ
ア
語
学
書 、
幕
末に
お
け
るロ
シ
ア
語
学
者の
刊
行 、

の
四つ
の
項目か
ら
構
成さ
れ
てい
て 、
総
数二一一編の
文献が
紹
介さ
れ
て

い
る 。
一
頁
程
度の
要
旨
と
資
料の
所
在な
ど
が
簡
単に
述べ
ら
れ
てい
る
だ

けで 、
文
字ど
お
り
「
覚
書」
で
ある
が 、
た
だ 、
松
村
教
授の
き
わ
め
て
巨

視
的な
国
語
資
料に
対
する執
念の
よ
うな
もの
が
感
じ
ら
れ
て
頭が
下が

守令 。以
上 、
全
国に
わ
た
る
稀
観の
写
本
や
稿
本な
ど 、
洋
学
関
係
蓄を
網
羅
的

に
渉
猟
し
て 、
国語
学
資
料とし
て
位
置づ
けたこ
とは 、
本
書の
最
大の
功

績で
ある 。
洋
学
資
料が 、
ζ
れ
ほ
ど
まで
国
語
資
料とし
て 、
浮き
彫
りに

さ
れ
たこ
とは
な
かっ
た 。
本
書の
近
代語
研
究に
果た
す役
割に
は
計
り
知

れ
ない
もの
が
ある 。
最
後に 、
本
書は
諸
論
文を
集め
て一
書を
編した
た

め 、
手は
加
え
て
は
ある
といっ
て
も 、
記
述や
内
容の
上で
重
複
する
とこ

ろがで
で
き
てい
る 。
また 、
若い
学
徒に
とっ
て
は 、
必
ずし
も
読みい
い

著
述で
は
ない 。
は
じめ
て
自に
する
書
名や
多数の
関
連
文献な
ど 、
せ
め

て
本
蓄に
登
場
する
資
料だ
けで
も一
覧で
き
る
年表の
よ
うな
もの
が
欲
し

かっ
た 。

本
警に
収
録さ
れてい
る
論
文の
中に
は 、
すで
に
雑
誌や
論
文
集で
拝
読

し
た
もの
も
あっ
た
が 、
その
際は 、
必
ずし
も
すべ
ての
点で
明
確に
理
解

で
き
な
かっ
た
よ
うに
記
憶してい
る 。
し
か
し 、
今
回一
書とし
て
読み
お

えた
と
き 、
まっ
た
く

新た
な
感
動を
もっ
て
迫っ
て
きた 。
そ
れ
は
今日
ま

で 、
ζ
の
よ
うに
洋
学
資
料が
国語
資
料とし
て
体
系
的に
ま
とめ
て
み
る乙

とが
で
き
な
かっ
た
か
らで
ある 。
今後
も 、
乙
うし
た
国語
研
究が
多くの

人た
ち
に
よっ
て
おこ
な
わ
れ
る
もの
と
思
うが 、
後
学の
た
めに
本
書は 、

また
とない
範
を
残した 。
と
れ
らの
資
料を
も
とに
した 、
松
村
教
授の
今

後の
近
代日
本
語の
研
究の
完
成が
待た
れ
る 。

(昭
和
四五
年八
月
三
O
日
発
行
東
京堂
出
版
刊

ペ
l

ジ
五
五
O
O
円)
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